
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は
、

住
民
に
最
も
近
い
立
場
に
あ
る
市
町
村

が
、
そ
の
創
意
工
夫
の
も
と
に
住
民
意

見
を
反
映
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
を
具
体
的
か
つ
き
め
細
か
く
定

め
る
こ
と
が
で
き
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
基
本
計
画
）
の
こ
と
で
す
。

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
土
地
利
用
に

つ
い
て
拘
束
力
を
持
つ
も
の
で
は
な
く
、

具
体
的
な
土
地
利
用
規
制
な
ど
を
定
め

る
都
市
計
画
の
指
針
で
す
。

ま
ず
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
、

ま
ち
全
体
の
長
期
的
な
構
想
を
立
て
、

こ
れ
に
沿
っ
て
都
市
計
画
の
詳
細
を
決

定
・
実
現
し
て
い
く
こ
と
で
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

そ
の
構
成
は
、
大
き
く
は
町
全
体
の

目
指
す
べ
き
都
市
像
や
、
そ
の
整
備
方

針
を
示
す
「
全
体
構
想
」
と
、
各
地
域

ご
と
の
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
や
そ
の

整
備
内
容
等
を
示
す
「
地
域
別
構
想
」

で
構
成
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
本
町
で
の
地
域
別
構
想
に

つ
い
て
は
、
全
体
構
想
を
地
域
住
民
に

示
す
中
で
、
地
域
の
意
見
・
意
向
を
踏

ま
え
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
別
構
想
の
策
定
は
、
次
年
度
以
降

順
次
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
考
え
て

い
き
ま
す
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
示
し

た
内
容
の
実
現
に
向
け
て
、
次
の
よ
う

な
考
え
の
も
と
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

★
実
現
に
向
け
て
の
考
え
方

誰
も
が
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い

安
全
で
、
安
心
な
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
住
民

自
ら
が
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

本
町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、

住
民
・
企
業
・
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
分
担
と
相
互
の
協
働
に
よ
り
、
将
来

の
都
市
像
の
実
現
に
向
け
て
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

★
参
加
型
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

ま
ち
づ
く
り
へ
の
地
域
住
民
の
参
加

が
、
将
来
の
都
市
像
の
実
現
に
向
け
た

重
要
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
ま
た
、
地

域
住
民
と
と
も
に
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

を
話
し
合
い
、
考
え
合
う
こ
と
が
、
住

民
と
と
も
に
将
来
の
都
市
像
を
共
有
す

る
と
の
認
識
の
も
と
、
ま
ち
づ
く
り
へ

の
住
民
参
加
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

★
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
体
制

地
域
の
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動

に
は
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー

の
存
在
が
大
き
な
力
と
な
る
こ
と
か
ら
、

ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
情
報
の
提
供
や

活
動
の
支
援
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
に

お
け
る
人
づ
く
り
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

本
計
画
は
、
上
位
計
画
を
踏
ま
え
て
策

定
し
て
お
り
、
上
位
計
画
や
社
会
経
済

の
動
向
・
変
化
に
応
じ
見
直
し
を
行
う

こ
と
と
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
策
定
す
る
地
域
別
構

想
が
ま
と
ま
っ
た
時
点
に
お
い
て
は
、

地
域
別
構
想
を
含
め
た
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
、
再
度
と
り
ま
と

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
本
年
度
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
お
よ
び
緑

の
基
本
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
計

画
は
、
都
市
計
画
区
域
の
市
町
を
対
象
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

計
画
で
あ
り
、
そ
の
市
町
の
創
意
工
夫
の
も
と
、
住
民
意
見
を

反
映
し
た
計
画
と
な
る
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
回
、
両
計
画
の
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意

見
）
を
募
集
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
概
要
を
紹
介
い
た
し
ま
す
が
、
素
案
全
体

の
内
容
は
、
都
市
計
画
課
、
日
生
・
六
瀬
住
民
セ
ン
タ
ー
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
方
策

計
画
の
目
標
年
次

●
目
標
年
次
　
平
成
33
年
度

長
期
的
な
展
望
に
た
ち
20
年
後

●
中
間
年
次
　
平
成
21
年
度

都
市
施
設
の
整
備
方
針
等
の
目
標

都市整備の方針

★交通整備方針

安全・快適で円滑な交通処理を行う

とともに、交通網の整備、地域相互の

交流を深める体系的な道路網・交通結

節点の整備を目指します。

誰もが利用しやすく環境にも配慮し

た交通体系の形成を目指します。

★公園緑地整備方針

公園化推進計画および緑の基本計画

などに沿い、水と緑の豊かなまちづく

りを目指します。

猪名川を中心とした水辺空間では、

水と親しみ、憩える空間づくりを目指

します。

★下水道・河川整備方針

良好な生活環境の形成と水質汚濁な

どの環境悪化を防止するため、下水道

整備を進めます。

安全で災害に強い河川づくりを進め

ていくと同時に、人々に憩いとやすら

ぎを与える水辺空間の形成を目指しま

す。

★その他公共施設整備方針

基盤施設、医療・福祉施設、文化・

教育施設等をはじめとするその他の公

共施設については、今後の人口動向や

既存施設の活用・近隣市町との連携な

どによる効率的な公共施設運営を図り

ながら、適切で効率的な施設の配置を

目指します。

★自然環境保全および都市環境形成方針

豊かな自然環境の保全と活用を図る

ため、自然と共生する快適で魅力ある

まちづくりを目指します。

緑ゆたかな市街地環境の創出を図る

とともに、公園、緑地、河川、ため池、

歴史的・文化的施設、景勝地などのネ

ットワーク化を目指します。

★景観形成方針

魅力ある良好な景観形成を図るため、

周辺の自然環境や歴史文化と調和した

景観の保全・創出を目指します。

★市街地整備方針

良好で計画的な市街地の整備を図る

ため、既成市街地と進行市街地および

新市街地のそれぞれの区域で、拠点と

なる地区の役割を定め、都市機能の整

った市街地整備を目指します。

★住宅整備方針

良好な住宅市街地の形成のため、計

画的な住宅地の整備を誘導し、質の高

い良好な住宅市街地としての環境形成

を目指します。

★都市防災方針

阪神・淡路大震災の教訓を活かし、

災害に強いまちづくりを目指します。

地震などの災害時に、一時的に避難

できるよう、公園緑地、道路などのオ

ープンスペースを活用、防災空間の形

成を目指します。

将
来
の
都
市
像
（
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
）

豊
か
な
自
然
と
共
生
す
る
田
園
都
市
　
い
な
が
わ

〈
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方
〉

豊
か
な
自
然
環
境
と
調
和
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
居
住

環
境
に
優
れ
た
市
街
地
の
形
成
、
生
活
利
便
性
に
優
れ
た
魅
力
あ
る
里
山
・
田
園

集
落
の
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
と
調
和
し
た
良
好
な
景
観
形
成
を
図
る
と
と
も

に
、
京
阪
神
大
都
市
圏
に
残
さ
れ
た
豊
か
な
自
然
環
境
が
、
住
む
人
・
訪
れ
る
人

に
と
っ
て
こ
こ
ろ
の
豊
か
さ
を
与
え
て
く
れ
る
貴
重
な
財
産
と
し
て
、
守
り
・
育

て
る
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

都市計画マスタープラン
緑の基本計画

▲まちづくりの勉強会

将来の都市像「豊かな自然と共
生する田園都市 いながわ」を
実現するための３つのテーマ

地域全体の発展
基盤を形成する

「一体性の確保」

次世代の生活・住
宅 都 市 と し て の

「多様性の創出」

猪名川らしさ・
個性を演出する

「独自性の追求」
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緑
の
基
本
計
画

緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

緑
の
基
本
計
画
と
は
、
市
町
村
が
、

緑
地
の
適
正
な
保
全
・
整
備
や
緑
化
の

推
進
等
に
つ
い
て
、
様
々
な
取
り
組
み

を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
た
め
に
定
め

る
計
画
で
あ
り
、
計
画
の
対
象
と
す
る

の
は
、
町
内
の
緑
に
関
す
る
こ
と
全
般

で
す
。
す
な
わ
ち
、
緑
地
の
保
全
、
樹

木
等
の
保
全
、
公
園
等
の
整
備
、
道
路

緑
化
、
河
川
水
路
の
緑
化
、
学
校
緑
化
、

住
宅
地
の
緑
化
、
緑
に
関
す
る
イ
ベ
ン

ト
な
ど
、
緑
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と

が
ら
に
つ
い
て
、
今
後
の
取
り
組
み
の

方
針
を
表
わ
す
も
の
と
な
り
ま
す
。

★
『
川
の
緑
』
の
保
全
と
活
用
に
係
る

施
策

①
町
の
緑
の
骨
格
と
し
て
の
猪
名
川
の

保
全
と
活
用

②
「
親
水
空
間
」
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
の
実
現

③
河
川
沿
い
の
緑
を
防
災
に
役
立
つ
緑

と
し
て
保
全

④
猪
名
川
景
観
軸
の
形
成

★
『
山
・
里
の
緑
』
の
保
全
と
活
用
に

係
る
施
策

①
県
立
自
然
公
園
等
の
緑
地
の
保
全

②
都
市
と
農
村
の
交
流
の
場
と
し
て
山

林
・
田
園
環
境
の
保
全
と
活
用

③
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
拠
点
の
形
成

④
地
域
ら
し
さ
の
あ
る
公
園
整
備
の
実

現⑤
地
域
特
性
を
考
慮
し
た
地
域
公
園

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
公
園
）
の
整
備

⑥
森
の
保
水
力
を
高
め
、
防
災
に
役
立

つ
緑
地
の
形
成

⑦
町
を
特
徴
づ
け
る
自
然
景
観
軸
の
形

成★
『
ま
ち
の
緑
』
の
保
全
・
創
出
に
係

る
施
策

①
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
外
周
緑
地
の
保
全
と

活
用

②
市
街
地
内
の
積
極
的
な
公
園
整
備
の

実
施

③
公
園
の
再
整
備
に
つ
い
て

④
防
災
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

⑤
公
共
公
益
施
設
の
緑
化
の
推
進

⑥
民
有
地
に
お
け
る
緑
化
の
推
進

★
住
民
参
加
の
「
仕
組
み
」
づ
く
り

住
民
意
識
調
査
の
結
果
か
ら
、
多
く

の
人
々
が
将
来
に
お
い
て
、
緑
は
減
少

す
る
と
の
意
見
か
ら
、
緑
の
減
少
に
懸

念
を
感
じ
て
い
る
こ
と
や
、
緑
を
守

り
・
育
て
る
と
の
意
識
を
持
つ
人
が
、

９
割
以
上
も
あ
る
こ
と
が
解
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
緑
化
の
た
め
に
は
、
地
域
の

要
望
や
希
望
を
取
り
入
れ
、
住
民
・
企

業
・
行
政
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
む

べ
き
と
の
意
見
が
多
い
こ
と
や
、
住
民

自
ら
が
公
園
等
整
備
の
企
画
か
ら
維
持

管
理
ま
で
参
加
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

や
、
緑
の
相
談
員
の
適
正
な
配
置
、
気

軽
に
参
加
・
体
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

等
ソ
フ
ト
面
で
の
整
備
に
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
と
の
、
貴
重
な
意
見
を
背

景
に
、
緑
の
将
来
像
で
あ
る
“
水
と
緑

の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
”
の
実
現
を
目
指

す
に
は
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
で
相
互
の
協
働
が

果
せ
る
、「
仕
組
み
」
づ
く
り
の
確
立
が

重
要
な
こ
と
で
す
。

★
住
民
参
加
の
制
度
づ
く
り

・
緑
化
を
推
進
す
る
た
め
に
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
方
式
等
に
よ
る
住
民
参
加
を

促
進
し
ま
す
。

・
身
近
な
公
園
・
緑
地
等
の
日
常
的
な

維
持
管
理
に
つ
い
て
、
住
民
参
加
を
促

進
す
る
手
法
（
ア
ド
プ
ト
制
度
等
）
の

活
用
を
図
り
ま
す
。

・
森
林
や
棚
田
の
維
持
、
保
全
に
対
す

る
広
域
的
取
り
組
み
と
し
て
、
森
林
オ

ー
ナ
ー
制
度
、
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
等

の
、
都
市
住
民
に
よ
る
奉
仕
活
動
の
支

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
お
よ
び

緑
の
基
本
計
画
の
素
案
に
対
し
て
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
提
出
で
き
ま
す
。

▼
募
集
期
間
　
１
月
４
日
（
金
）
〜

同
31
日
（
木
）
ま
で

▼
応
募
方
法
　
封
書
か
ハ
ガ
キ
に
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
住
民
意
見
）
、

住
所
、
氏
名
を
記
入
の
う
え
、
都
市
計

画
課
へ
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
66
・
８
８
８
１
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
（

）

で
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

援
や
、
制
度
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

★
住
民
参
加
の
支
援
体
制
づ
く
り

･
本
町
で
は
、
緑
化
の
施
策
に
つ
い

て
、
そ
の
活
動
団
体
等
の
意
見
を
基

に
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
方
式
に
て
計

画
・
実
施
し
ま
す
。

・
河
川
や
道
路
、
歩
道
、
公
園
等
の

公
共
空
間
の
緑
化
や
、
美
化
に
携
わ

る
緑
の
活
動
団
体
の
運
動
や
、
取
り

組
み
を
積
極
的
に
応
援
し
ま
す
。

・
文
化
財
や
歴
史
的
に
価
値
の
あ
る
社

寺
仏
閣
の
背
景
を
構
成
す
る
、
自
然
度

の
高
い
植
生
や
樹
林
は
、
適
性
に
維
持

管
理
す
る
と
と
も
に
、
保
護
活
動
へ
の

積
極
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

・
公
園
樹
木
や
街
路
樹
の
剪
定
し
た
枝

葉
を
チ
ッ
プ
に
し
て
堆
肥
や
樹
木
の
保

護
材
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
マ
ル
チ

ン
グ
材
、
土
壌
改
良
材
等
と
し
て
無
料

で
配
布
し
、
緑
化
へ
の
取
り
組
み
を
支

援
し
ま
す
。

★
住
民
参
加
を
育
て
る
緑
の
場
づ
く
り

・
住
民
意
識
調
査
の
結
果
か
ら
伺
え
る

よ
う
に
、
緑
を
守
り
育
て
る
障
害
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
“
参
加
す
る
機
会
が

無
い
“
や
”
気
軽
に
相
談
で
き
る
人
が

身
近
に
存
在
し
な
い
”
等
の
意
見
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
緑
の
相

談
室
」
や
「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
」
の

開
催
等
を
行
い
、
緑
を
育
て
る
場
づ
く

り
を
行
う
と
と
も
に
、
緑
に
対
す
る
住

民
の
関
心
に
応
え
る
適
切
な
情
報
提
供

を
行
い
ま
す
。

・
町
の
緑
や
自
然
へ
の
理
解
を
深
め
る

た
め
、
身
近
な
自
然
環
境
に
ふ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
等
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
い
な
が
わ
ま
つ
り
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
時
に
、
町
民
が
育
て
た
花
や
緑
の
交

換
会
や
展
示
、
技
術
的
交
流
の
場
の
提

供
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
植
木
市
等

の
各
種
緑
化
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
イ

ベ
ン
ト
や
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
い

ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は

行
政
が
政
策
や
計
画
等
を
立
案

す
る
に
あ
た
り
、
募
集
す
る
住
民

意
見
を
指
し
ま
す
。

募
集
の
時
期
は
、
そ
の
政
策
や

計
画
策
定
の
内
容
等
に
よ
り
異
な

り
ま
す
が
、
今
回
は
素
案
に
対
し

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

両
計
画
の
素
案
に
つ
い
て
、
住
民
の

皆
さ
ん
に
内
容
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

一
人
で
も
多
く
の
方
か
ら
ご
意
見
を
い

た
だ
く
た
め
、
そ
の
全
編
を
町
役
場
都

市
計
画
課
、
日
生
・
六
瀬
住
民
セ
ン
タ

ー
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
で
き

ま
す
。
（
閲
覧
期
間
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
募
集
期
間
と
同
様
）

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
都
市
計

画
課
ペ
ー
ジ
）
で
も
計
画
（
素
案
）
の

概
要
が
閲
覧
で
き
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
提
出

で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
作

成
の
段
階
か
ら
住
民
の
皆
さ
ん
に
積
極

的
に
参
加
い
た
だ
く
こ
と
は
、
よ
り
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
大
き

な
力
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

計
画
（
素
案
）
の
閲
覧

都市計画マスタープラン

緑の基本計画

に関するお問い合わせは、

都市計画課へ
（�66－8704）

▲公園リニューアルについてのワークショップ

�
民
有
地
の
緑
化
例

緑
の
将
来
像

水
と
緑
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り

〈
基
本
的
な
考
え
方
〉

本
町
で
は
、
先
人
が
育
ん
で
き
た
猪
名
川
の
豊
か
な
郷
土
の
緑
を
、
豊
か
な

生
活
環
境
を
築
く
基
礎
と
捉
え
、
行
政
、
住
民
が
一
丸
と
な
っ
て
守
り
育
て
、

創
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
世
へ
よ
り
良
い
状
態
で
引
き
継
ぐ
取
り
組
み
を
行
い

ま
す
。
そ
の
過
程
で
地
域
の
人
と
人
の
交
流
や
自
然
と
の
良
好
な
関
係
が
構
築

さ
れ
、
さ
ら
に
は
阪
神
間
の
住
民
と
の
交
流
を
進
め
、
本
町
に
集
う
人
々
が
誇

れ
る
『
水
と
緑
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
』
を
緑
の
将
来
像
と
し
て
実
現
に
向
け
て

取
り
組
み
ま
す
。

現 況 整 理 ・
住民アンケート

まちづくり・
緑についての
意見募集

素案の策定

パブリックコ
メントの募集

原案の作成

町都市計画審
議会へ
諮問・答申

策定・公表
知事への通知

平成1 3年９月１日号
広報いながわに掲載
し意見募集しました

住民意向把握・県等
関係機関との調整を
経て素案を作成しま
した

募集は、この広報の
ほかホームページで
も実施します

パブリックコメント
の内容を踏まえ原案
を作成します

計画内容は、パンフ
レットなどを作成し、
広く住民に公表しま
す

都市計画マスタープラン
緑の基本計画

策策定定のの流流れれ

緑
の
基
本
計
画
と
は


